
令和元年９月２５日（水）    新紺屋小学校だより           （全国学力学習状況調査 調査結果） 

本校の学力学習状況調査の結果をお知らせします 
 

 本年度の全国学力・学習状況調査は，４月１８日（木）に全国の小中学校で実施されました。この調査は，本校の児童の
学力や学習状況を把握・分析し，各教科における課題や生活状況の実態などを明らかにすることにより，今後の指導内容や
指導方法の改善に役立てることを目的としています。 
 本年度の結果について，県教委及び市教委による説明会をもとに，分析を行いました。その結果の概要を保護者の皆様に
お知らせいたします。なお，調査に参加した６年生一人ひとりには，個別懇談等を利用して，個人票をもとに具体的な課題
等について説明していく予定です。よろしくお願いいたします。 

 
〈調査内容〉 

 
○ 教科に関する調査 ［国語・算数］ 
◇ 昨年度は「理科」の調査もありましたが，本年度はありませんでした。また主として「知識」に関する問題（Ａ
問題）及び主として「活用」に関する問題（Ｂ問題）に分かれていましたが，本年度は区分がなくなりました。 

○ 生活習慣や意識等に関する調査［児童質問紙調査］ 
 

〈分析結果の概要〉 
 
１ 本校の状況（全国との比較） 
  教科に関する調査の平均正答率で見た本校の結果は，「国語」「算数」ともに全国平均と比べて，２%を超えて上回り， 
全国より優位が認められました。とてもよい結果となっています。但し，中には正答率が６０%を切る問題や無解答率が 

やや高くなっている問題も見られましたので，校内でも分析を行い，今後の指導に役立てられるようにしていきます。 

 
２ 教科にかかわる課題とその改善に向けての取り組み（特に課題となる点及び改善に向けての取り組みを抜粋して掲載） 
 
【 国 語 】 
① 本校の課題 

  正答率は概ね全国を上回っており，良好な結果が見られました。「学年別漢字配当表に示されている漢字を文の中で正
しく使う」「文と文との意味のつながりを考えながら，接続語を使って内容を分けて書く」「話し手の意図を捉えなが
ら聞き，自分の考えをまとめる」等の問題に課題が見受けられました。 

 
 ② 改善に向けての取り組み 
  ○「学年別漢字配当表に示されている漢字を文の中で正しく使う」については， 

・習得した漢字を読んだり書いたりする機会を可能な限り多く，意図的・計画的に設定すること，書いた文章を読み
返し，文や文章の中で果たす漢字の意味を捉えた上で，正しく使用しているかどうかを評価する活動を取り入れる
こと，国語辞典や漢字辞典を日常的に利用して調べる習慣を付けることなどを行っていきます。 

  ○「文と文との意味のつながりを考えながら，接続語を使って内容を分けて書く」については， 
   ・「作文」や「感想文」などを書く機会を増やすようにし，一文の長さを意識して，分かりやすく伝わるように文

を分けて書くことができるようにしたり，一文が長いと文の主張がぼやけるので，一文を短く書くなどの工夫を
行ったりしていきます。また，書いた文を読み返す習慣をつけ，無くても意味が伝わるような言葉があったら， 
省くような工夫を行わせるようにします。 

  ○「話し手の意図を捉えながら聞き，自分の意見と比べるなどして考えをまとめる」については， 

・話の展開に沿って，話の内容を十分聞き取ることができるようにするために，インタビュー前に，自分の考えを 
もったり，自分のもっている情報と知りたい情報とを整理したりしておくようにすること，また分からないこと 
は問い返したり，相手の話につなげてさらに詳しく聞いたりする活動を意図的・意識的に仕組むようにしていき 
ます。 

   ・目的に照らして，自分の考えをまとめることができるようにするために，一番聞きたかったことを中心に，自分 
の経験や考えと比較したり，共感した内容や納得した事例を取り上げたりしてまとめるように指導します。 

 
【 算 数 】 
① 本校の課題 

    正答率は概ね全国を上回っています。ただ，一部，正答率が低い設問も見られました。特に「棒グラフから，資料
の特徴や傾向を読み取ることができる」や「示された場面において，複数の数量から必要な数量を選び，立式する
ことができる」「示された図形の面積の求め方を解釈し，その求め方の説明を言葉や数を用いて記述できる」など
に課題が見受けられました。 
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② 改善に向けての取り組み 
〇「棒グラフから，資料の特徴や傾向を読み取ることができる」については， 
 ・読み取った情報を，総数や変化といった観点で分類し，それぞれの情報について意見を出し合う活動を取り入れる 

ようにします。その際，グラフのどの部分に着目して情報を読み取ったのかを説明し合うことで，他者が読み取っ
た情報とグラフを関連付けて解釈することができるようにしていきます。また目的に応じてグラフを作る活動を行
い，複数のグラフを関連付けて考察することができるようにします。グラフに表すことで，資料の特徴や傾向につ
いて捉えやすくなることに気付くことができるようにしていきます。 

  〇「示された場面において，複数の数量から必要な数量を選び，立式することができる」については， 
・日常生活の問題解決のために，多くの情報の中から必要な数量を見いだし，数学的に表現することができるよう 

にします。複数の情報を解釈し，関連付けて論理的に考察し，判断の理由について根拠を明確にして説明できるよ 

うにします。また理由を，筋道立てて考え，根拠を明確にして説明する活動を意識的に仕組むようにしていきます。 
  ○「示された図形の面積の求め方を解釈し，その求め方の説明を言葉や数を用いて記述できる」については， 

   ・図形の合成や分解などの図形の構成についての見方を働かせ，図形の面積を，既習の求積公式を活用して求め， 
求め方について説明できるように指導していきます。数の意味や演算の意味などを，図形と関連付けて説明でき 
るようにしたり，図を基に式に表したり，図と関連付けて式を解釈したりする活動を様々な学年で行うように取 
り組みます。 

     
３ 児童質問紙調査の本校の結果について・・・特によかった点及び改善が必要と思われる点を抜粋して掲載いたします。 
 
 【児童質問紙調査から見られる本校の傾向】 
 
 〔生活習慣，自尊感情，規範意識，社会に対する関心について〕 
   〇「朝食を毎日食べていますか」については「している」「どちらかといえば，している」で 100％となっており，望

ましい結果となっています。日頃のご家庭における温かな児童へのかかわりが見られます。 
   □寝る時刻・起きる時刻については，「どちらかといえば」を入れると概ね規則正しい生活習慣を送っている児童が多

い様子がうかがえますが，「あまりしていない」と回答している児童も何名か見られています。今後も規則正しい生
活が継続できるようにお願いをしたいと思います。 

〇「自分には，よいところがあると思いますか」については，「あてはまる」「どちらかといえばあてはまる」を合わ
せると，全国・県をやや上回る結果となっています。自分のよさを自分自身で理解し，自信をもって生活してほしい
と思います。 

〇「将来の夢や目標を持っていますか」については，「当てはまる」と回答した児童の割合が高くなっています。将来
への夢や希望に向かって，よく考え，幅広い知識や教養を身につけていけるようにしてほしいと思います。 

○「新聞を読んでいますか」においては，全国・県では「ほとんど，または，全く読まない」と回答している児童が多 

い中，本校では「ほぼ毎日読んでいる」「週に１～３回程度読んでいる」と回答している児童の割合が高く，社会に 

対する関心が高い傾向がみられました。 
□「今住んでいる地域の行事に参加していますか」においては，ほぼ全国と同様な割合となっています。県では「当て
はまる」と回答している児童の割合が非常に高くなっています。今後も地域の行事に関心をもち，地域を愛し，地域
に貢献できる姿勢をもっていってほしいと思います。 

 
 〔学習に対する意識，読書に対する意識, 放課後・休日の学習状況について〕 
   〇「家で自分で計画を立てて勉強をしていますか」においては，「している」「どちらかといえばしている」と回答 

した児童が全国・県に比べ割合が高くなっています。学校での学習内容を定着できるように，家庭でも学習する習 
慣を今後も継続できるようにしてほしいと思います。 

   □「学校の時間以外に，普段（月曜日から金曜日），１日当たりどれくらいの時間，勉強しますか」では「３０分以 
上，１時間より少ない」と回答した児童が最も多くなっていました。全国や県では「１時間以上，２時間より少な 
い」と回答している児童の割合が高かったので，時間的に見るとあと少し家庭学習をする時間がとれるとよいと思 
います。 

□「読書は好きですか」「学校の授業時間以外に，普段１日どれくらいの時間，読書をしますか」では，全国・県とほ 

ぼ同様な結果でしたが，「当てはまらない」「全くしない」と回答している児童もありました。読書をする習慣を身
につけていくことも，小学校の発達段階の中ではとても大切になる習慣作りの一つです。本のすばらしさにふれる時
間を少しずつとれるようにしてほしいと思います。 

 
〔今回の調査における解答時間の調査から〕 

   ＊今回の「国語」「算数」の解答時間が児童にとってどうだったか？という質問がありました。下は，その回答結果で
す。 

  △国語・・・「解答時間は十分でしたか」では，全国や県に比べ「やや足りなかった」と回答している児童の割合が高
くなっていました。児童にとっては，やや難しい問題があったことがうかがえます。 

   □算数・・・「解答時間は十分でしたか」では，全国・県では「時間が余った」と回答した児童の割合が高くなってい
ました。本校では「ちょうどよかった」と回答している児童が多い傾向にありました。 

   

 

 

＊以上，本年度の「全国学力・学習状況調査」の概要についてお知らせをさせていただきました。今後も，児童の学力向

上に向け，また望ましい生活習慣づくりに向け，ご家庭や地域の皆様にご協力いただかなければならないこともあります

が，どうぞよろしくお願いいたします。 


